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広島県

①低床路面電車の導入
広島LRT整備事業により、広島市・廿日市市と連携し、低床路面電車の導入を支援している。

（H30～R2）

②鉄道駅のバリアフリー化
ＪＲ大竹駅（大竹市）、ＪＲ西高屋駅（東広島市）では、現在、橋上駅舎・自由通路・駅前広場

の整備が計画されており，エレベーターや多目的トイレ、身障者用駐車場の整備等、利用者の
利便性や安全性の向上を図るためバリアフリー化を進めている。

③鉄道駅のバリアフリー化 （広島市東部地区連続立体交差事業等）
ＪＲ向洋駅（府中町）及び海田市駅（海田町）において、連続立体交差化に伴う駅舎・駅前広

場等の整備を計画しており、エレベーターや多目的トイレ、身障者用駐車場の整備等、利便性
や安全性の向上を図るためバリアフリー化を進める。

向洋駅周辺では主要な道路を「バリアフリー化が必要な特定道路」として位置づけ、視覚障
害者誘導用ブロックを設置するなど併せて取り組むこととしている。



広島市

①公共施設の福祉環境整備（別添1）
本市が設置し又は管理する公共施設については、平成７年に制定した「広島市公共施設福

祉環境整備要綱」に定める整備基準により、福祉環境の整備を推進しています。また、この要
綱の施行までに整備した施設についても、整備基準に適合するよう、順次、バリアフリー化を
進めています。

②広島市バリアフリーマップによる情報提供の推進
本市では、障害者、高齢者、乳幼児を連れた人など、市民の誰もが気軽に安心して外出でき

るよう、広島市中心部やＪＲ駅周辺などの多くの市民が利用する公共施設や、主要なＪＲの駅
舎、百貨店、ホテルなどの民間施設のバリアフリー設備の整備状況に関する情報をマップ形
式によりホームページで公開しています。

③ＪＲ駅のバリアフリー化（別添2）
本市では、ＪＲ駅とその周辺地区について、「交通バリアフリー基本構想」を作成し、これに基

づいて、順次、バリアフリー化を進めています。
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西日本旅客鉄道株式会社 広島支社

①ホーム柵の整備について

JR西日本では、 駅のホームにおける安全性向上の取り組みを進めているところで
す。 こうした中で昨今、 目の不自由なお客様がホームから転落される事象が発生し
ていることから、 ホーム柵の開発・整備に取り組んでいます。

お客様のご利用の多い乗降10万人以上の駅から整備を進めており、中国地方では
岡山駅の新幹線ホーム （22・23番のりば） で昨年度より運用を開始しております。

また、 広島駅の新幹線ホーム （11・14番のりば） でも現在整備を進めており、
11番のりばは2020年度末、 14番のりばは2021年度末の運用開始を予定しており
ます。

② 駅での取り組み状況

JR西日本では、 お客様のニーズに応じた介助が出来るよう、全ての駅係員に対し
社員研修センターや各職場での集合研修を通じ、 介助技術教育を実施しています。

また、サービス介助士の資格取得にも積極的に取り組んでおり、2019年度末まで
に1,750名が取得しております。

[写真]広島駅でのホーム柵設置状況 (11番のりば 博多・鹿児島中央方面)
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鳥取県

①バリアフリー法第14条第3項に基づき、条例を制定し特別特定建築物を追加し、建築物移動
等円滑化基準の適合面積を引き下げている。
引き下げた規模の特別特定建築物の移動等円滑化のための整備を行う場合、県と市町村で
協力し補助制度を設けている。
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